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Look for it.
　国際見本市であるJIMTOFでは、世界各国の出展者が自慢の製品・
技術を持ち寄り披露する。今回のJIMTOFの海外出展者数は230社・
団体で、過去最大となった。国境を越えた商談が活発に繰り広げられ
ている。
　中国のConprofe（広東省広州市）は超音波技術に強みを持つCNC
工作機械メーカー。グローバルに研究開発や販売・サービス体制を構築
する。今回出品した工作機械「ULM-400」は日本初披露だ。
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Secretary General, Swiss Machine Tool Manufacturers
Swissmem

President, Indian Machine Tool Manufacturers'Association

スイスの2024年上半期の製造技術産業売上高
前年同期比5.1%減少
スイス最大の業界団体であるSWISSMEM工業会に代表

されるスイスの製造技術産業にとっては、2024年上半期の
業績は控えめなものでした。売上高は前年同期比で5.1%
減少し、新規受注は3.3%減少しています。地域別市場や
ニッチな技術領域によって状況はさまざまですが、全体と

して私たちは将来の見通しが立たない不確実な時代を生きています。
スイスの工作機械メーカーに関しては、2023年上半期と比較して輸出が12.2%減少

しました。かつてヨーロッパ経済の原動力であったドイツは、もはや再出発の兆しを見
つけられないようです。好調だった時代には、スイスの工作機械生産全体の4分の1から
3分の1がドイツで使用されていました。
若者の教育　業界の将来的な発展に不可欠　
このような困難な時期に不可欠なのは、業界の若者に充実した教育をしっかりと提

供することであると私たちは固く信じています。そうすることで、業界の将来が保証さ
れるだけでなく、将来性のある興味深い仕事も生まれます。ですから私たちは、機械工
学分野のさまざまな教育コースを履修する21名の学生を招き、YPP@JIMTOF 2024の
ような海外研修を企画するなどして、若者を支援し、激励したいと考えています。この
学生たちには、JIMTOFを訪問する機会が与えられるだけでなく、日本屈指の製造技
術プロバイダー数社とトップクラスの大学2校を見学する機会もあります。
JIMTOFは日本の製造技術を知る絶好の機会
私は常々、JIMTOFの巨大な展示と、出展者や来場者がもたらす、人々のエネルギー

に魅了されていました。この地域で製造技術に関して現在どういったことが議論されて
いるかを知るには、このショーを訪れるのが最適です。さらなる発展を実現するトレン
ドを知る絶好の機会となります。
残念ながら、現在の日本円とスイスフランの為替レートにより、スイスの大多数の工

作機械メーカーにとって日本市場は明るいとは言えません。しかし、アジアの他の地域
はスイスの製造技術プロバイダーにとって有望で、多くのチャンスに恵まれているでしょう。

成長進むインドの工作機械市場
政府の経済政策に後押しされた製造業の成長により、イ

ンドの工作機械の国内需要は増加しています。インドの工
作機械産業は2年連続で前年比10％の成長を記録してい
ます。インドにおける工作機械の消費と生産は急速に伸び
ており、それぞれ31億ドルと15億ドルの水準に達していま
す。この傾向は今後10年間続くと予想されます。

インドの工作機械産業は世界市場での存在感を高めるべく準備を進めています。適
切なディーラーや販売代理店を認識することで、これを後押しすることができます。イ
ンドの工作機械産業は新しい技術を開発するため、関連機関と協力しています。
さまざまな産業分野に対応　
インドと日本の工作機械産業は良好な経済政策と賢明な投資決定により、急速に成
長しています。従来、工作機械業界は自動車産業が牽引してきましたが、現在は航空宇
宙、防衛、鉄道、医療機器、耐久消費財、電子機器、半導体、玩具などのさまざまな産
業分野の需要に対応するために視野を広げています。高精度で高品質加工ができる機
械が求められており、インドの工作機械業界はその実現に注力しています。この努力は
インドが世界の製造業サプライチェーンの主要プレーヤーのひとつになることを後押し
します。インドの工作機械産業はまた、生産性・効率向上のために、スマート・マニュファ
クチャリング（インダストリー4.0）の採用に向けて動き出しています。
JIMTOFは日本企業と議論するための最適な場
日本はさまざまな分野で若くてスキルのある技術者を必要としており、インドのプロ
フェッショナルはそのサポートができます。インドの工作機械業界は日本での市場機会
を模索しており、将来の技術や革新について大きな学びを与えてくれる国として日本に
注目しています。JIMTOF2024はインドと日本の企業が互いの市場に投資するための
協力について議論するための最適な場となるでしょう。

Swiss Tech-Industry Sales for the First Half of 2024 Drop by 5.1% Year on Year
The results of the first half of 2024 have been rather modest for the Swiss 

Tech-Industry which is represented by Swissmem, the largest industrial associ-
ation in Switzerland. Turnover declined by 5.1% and new orders by 3.3% in com-
parison to the same period the year before. Though it depends on the geograph-
ical markets and technological niches over all we live through uncertain times 
with a poor visibility for the future.
As for the Swiss machine tool manufacturers their export reduced by 12.2% 

compared to the fi rst half year in 2023. Germany as a former European economy 
engine does not seem to fi nd the restart button anymore. In good years between 
a quarter to a third of the total Swiss machine tool production found a user in 
Germany.
Youth Education Essential for Future Industry Growth
In these challenging times we fi rmly believe off ering a solid and in-depth edu-

cation to young people in our industry is essential. It not only guarantees a future 
for the industry but also provides interesting jobs with perspectives. Therefore, 
we want to help (and tease) them by e.g. organising foreign experience trips like 
our YPP@JIMTOF 2024 with 21 students from diff erent educations tracks with-
in the cloud of mechanical engineering. This group has not only the opportunity 
to see JIMTOF but also peep into several of the fi nest Japanese manufacturing 
technology providers and two top universities.
JIMTOF Provides an Excellent Opportunity to Discover
Japan’s Manufacturing Technologies
I was always taken by the humongous display and the energy of the people at 

JIMTOF, exhibitors and visitors. It is the show to visit to see what is currently on 
the table in this part of the world concerning manufacturing technology. It pro-
vides a good indication on trends for further development.
Unfortunately, the current yen exchange rate to the Swiss Franc, makes the 

Japanese market not looking rosy for most Swiss machine tool manufacturers. 
The rest of Asia however is holding a good promise and many opportunities for 
Swiss providers of manufacturing technology.

India's Machine Tool Market Continues to grow
Driven by government economic policies, growth in the manufacturing sec-

tor has led to an increase in domestic demand for machine tools in India. India’s 
machine tool industry has recorded 10% year-on-year growth for two consecu-
tive years. Machine tool consumption and production in India are growing rapidly, 
reaching $3.1 billion and $1.5 billion, respectively. This trend is expected to con-
tinue for the next 10 years.
India’s machine tool industry is gearing up to expand its presence in the global 

market. This can be encouraged by recognizing appropriate dealers and distribu-
tors. The Indian machine tool industry is working with related organizations to de-
velop new technologies.
Supporting a Wide Range of Industries
Both the Indian and Japanese machine tool industries have made rapid strides 

in growth thanks to favorable economic policies and wise investment decisions. In 
the past, the machine tool industry was driven by the automotive industry, but to-
day it is expanding its horizons to meet the needs of various industries, including 
aerospace, defense, railroad, medical devices, consumer durables, electronics, 
semiconductors, and toys. These industries require machines that can perform 
high-precision, high-quality machining, and the Indian machine tool industry is fo-
cused on achieving this. This eff ort will help India become a major player in the 
global manufacturing supply chain. The Indian machine tool industry is also mov-
ing toward the adoption of smart manufacturing (Industry 4.0) to increase produc-
tivity and effi  ciency.
JIMTOF Is the Perfect Venue for Discussions with Japanese Companies
Japan needs young, skilled engineers in various fi elds, and skilled Indian pro-

fessionals can provide support. The Indian machine tool industry is looking for 
market opportunities in Japan and sees Japan as a country that can provide 
them with great learning opportunities regarding future technologies and innova-
tions. JIMTOF 2024 is the perfect venue for Indian and Japanese companies to 
discuss cooperation for investment in each other’s markets.

海外団体インタビュー ■ Interviews with Overseas Groups

工作機械業界の現
い ま

在とＪＩＭＴＯＦへの期待
The Machine Tool Industry Today and Expectations for JIMTOF

Christoph Blättler 氏
スイス工作機械製造業協会 事務局長　SWISSMEM 工業会

Rajendra S Rajamane 氏
インド工作機械工業会（IMTMA） 会長
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*新基準：2019年第4四半期=100（N=257社）　2019年第4四半期から2021年第1四半期までの一連の指数と変化率が再計算されています
*New basis Q4/2019=100 (N=257companies)　The index series and rates of change for the period Q4/2019 to Q1/2021 have been recalculated

製造技術産業の売上高

-5.1％
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2024
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2024年上半期

-4.7％
Q2/2024
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Turnover in the technology industry
SWISSMEM工業会の四半期統計（2019年第4四半期=100)* Swissmem quarterly statistics (Q4/2019=100)*

Year-on-year change in％

スイス国内外売上高指数 Index of turnover in Switzerland and abroad

2024 年 1 月に開催された ｢IMTEX FORMING2024｣
“IMTEX FORMING2024” held in January 2024
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知っておきたい工作機械検定とは 前編

「工作機械検定」は、日本工作機械工業会が主催する検定試験で、工作機械および工作機械業界に関する認知度の向上を目指すものです。
2018年に始まった工作機械検定は今年で7回目を迎えました。そこで、この機会に受験者・合格率などの推移をまとめ、分析結果を紹介します。

C O L U M N

年 問題
番号 正解率 問題と回答の選択肢（赤字が正解）

2021年 14 26.4%
NCプログラムのブロックの英文字と数値からなるワードで、
英文字の名前は。

A. アドレス　　　　B. コード　　　　C.モーダル

2022年 1 16.7%

NC 旋盤の構造上ビルトイン主軸モーターはどのような利点が
あるか。
A. 主軸台の大きさをコンパクトにできる。
B. 主軸台の外形を主軸中心に対して熱対称構造にしやすい
C. 主軸の保守が容易である。

2022年 6 21.5%
案内面の評価項目「運動の真直度と微小うねり」を測定する
ための測定器は。

A. オートコリメーター　B. 水準器　C. 直定規とインジケーター

表２：正解率が 50％を下回る1 級問題 
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グラフ 2：各級の合格率推移

1 級受験者 2級受験者 3級受験者
職業 人数（名） 割合 人数（名） 割合 人数（名） 割合

小学生 0 0 0 0 0 0

中学生 0 0 0 0 1 0.2%

高校生 0 0 2 0.3% 1 0.2%

大学・高専・
専門学校生 53 17.8% 282 45.4% 216 39.5%

会社員 231 77.8% 310 49.9% 303 55.4%

その他 13 4.4% 27 4.3% 26 4.8%

男性 273 91.9% 571 91.9% 472 86.3%

女性 24 8.1% 50 8.1% 75 13.7%

受験者総数 297 100.0% 621 100.0% 547 100.0%

表 1：工作機械検定受験者詳細（2023 年） 
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グラフ 1: 工作機械検定受験者数推移 受験者数の推移は？（グラフ1）
工作機械検定はJIMTOFまたはメカトロテック・ジャパン（MECT）の会期中に毎年、
実施されてきました。このため受験者数は、二つの展示会来場者数の影響が現れてい
ると考えられます。
特に2020年は新型コロナウイルス感染拡大に伴う外出自粛により、在宅時間が長く
なったことが受験者増の理由と思われます。また3級を初めて実施した22年は事前に行っ
た宣伝効果があり、総受験者数が大きく伸びました。

2023年受験者の内訳は？（表1）
23年検定受験者の内訳を等級別に整理しました。問題の難度が高い1級では、学生（大
学・高専・専門学校）の割合が約18％、工作機械関連企業の技術職が中心と思われる
会社員が約78％。これらが主な受験者であることがわかります。
2級受験者は学生の割合が21年から伸びて約46％。会社員は約50％と、ほぼ半々で
構成されています。これは、検定実施時期に開催されるJIMTOFとMECTの ｢工作機
械トップセミナー｣ に参加した学生が、2級を中心に受験する傾向が強まったことが理由
とみられます。
3級受験者は、受験者数から推測すると1・2級受験者の重複受験が多く含まれます。
また、3級では女性受験者の割合が約14％と、1・2級に比べて高くなっているのが特徴
です。

各級の合格率推移は？（グラフ2）
各級の合格基準は、1級・2級ともに、20問中14問以上の正解、3級は8問中5問以上
の正解です。
1級は工作機械の設計・製造技術に関する内容が多く、難度が高いことから、平均合
格率は約42％です。
工作機械全般に関する標準的な問題からなる2級は、ヒントを参考にしながら回答
もできるため、平均合格率は約80％です。また、3級問題は工作機械やものづくりにつ
いての入門問題であることに加え、1・2級受験者の重複受験が含まれるため合格率が
100％に近いと考えられます。

過去出題問題の調査結果は？

旧等級（初級・中級）時代の集計デ－タも揃う2019年―2023年の1級と2級検定問
題について、正解率が低い問題を調査した結果を紹介します。
★正解率が低い1級問題（表2）
正解率が20％台以下の問題概要と回答選択肢を表にまとめました。

●事例：2021年の問題14
NCプログラムやプログラムコード名に関する他の過去問題正解率はそれほど悪くない

のですが、半分以上の受験者は実際のプログラミング作業には影響がないワードを構成す
る英字名を間違え、受験者の64.7％が「コード」を選択しています。

●事例：2022年の問題1
ビルトイン主軸は、モーターが主軸上に組み込まれているので熱が直接主軸に伝わりま

す。そこで、モーターの固定子（ステータ）外形に油を循環させて冷却することで主軸台を
熱対称に設計しやすくします。（『工作機械の設計学‐応用編』日本工作機械工業会発行　
241頁参照）
しかしながら、受験者の75.7％がビルトイン主軸は機械的な減速装置を介さないため、

主軸台をコンパクト化できることがすぐ浮かび誤答したものと思われます。

●事例：2022年の問題6
精度測定を熟知していないと正解が選択できない難問の一つと思われます。受験者の

70.3％がオートコリメーターを選択しています。
運動の真直度は移動体の上に直定規を芯出して置き、移動体の基礎上からのインジケー

ターで真直度と微小うねりが測定できます。
この方法は、オートコリメーターを使用する場合と異なり、連続した測定値が得られるの

でうねりも測定できます。（『工作機械の設計学‐応用編』日本工作機械工業会発行111頁
参照）
また、この問題は2023年も設問14として再度出題されましたが、正解率は47.8％で依

然として約47.5％の受験者がオートコリメーターを選択しています。
測定に関する問題については、2019年中級（現1級）設問4の直進位置決め誤差の測定

問題も正解率が31.6％で高いとは言えません。

11月9日（Day5）に後編を掲載
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　ドーマープラメットはサンドビッ
クグループの一員で、切削工具で
100年以上の知識と経験を有する
世界的なメーカーです。ソリッド
および刃先交換式ドリル、フライ
ス、ねじ切り、旋削工具を含む包括
的で汎用性の高い製品ラインナッ
プと世界クラスの信頼性で、ユー
ザーの生産性とコスト削減を強化
します。製造工程における工具の
選択、セットアップ、最適化を簡素
化する新製品ドーマー・プロフェッ
ショナル・レンジ2024をぜひご覧
ください。

サンドビック株式会社ドーマープラメットカンパニー
Dormer Pramet, a part of Sandvik Group

Dormer Pramet is a leading manufacturer brand of metal cutting tools by Sandvik Group.  
With its comprehensive and versatile product line that includes solid and indexable drills, 
milling, threading, and turning tools, and with world-class reliability, Dormer Pramet 
enhances user’s productivity and cost savings. New Dormer Professional Range 2024 
simplifies tool selection, set-up and optimization in the manufacturing process.

西1ホール
West Hall 1

W1039
すべての選択に、確実に応える

Certainty at every turn

URL https://www.dormerpramet.com/jap/ja/

ハイウィン株式会社
HIWIN CORPORATION

Introducing a group of environmentally friendly products that support sustainable 
manufacturing as part of the HIWIN Group's ESG theme.
[Machine Tool Solutions] Introducing products that help to improve the added value of 
machine tools, such as HIWIN Rotary Table with a maximum rotation speed of 1000 min-1 
and the i4.0 series that contributes to predictive maintenance. 
[Peripheral Equipment Total Solution] We provide one-stop services such as linear motion 
equipment, various motors, industrial robots, transfer stages and many more.

西2ホール
West Hall 2

W2051
Eco Solutions for Green

E-MAIL info@hiwin.co.jp

　HIWINグループのESG テーマと
して持続可能なものづくりを支援す
る 、環境に配慮した製品群を紹介
します。
　「工作機械ソリューション」では
最高回転速度1000min-1の ロータ
リーテーブルや予知保全に貢献する
i4.0 シリーズなど、工作機械の付加
価値を向上する製品を紹介します。 
　「周辺機器トータルソリューショ
ン」では直動機器や各種モーター、
産業用ロボットや搬送ステージなど
をワンストップで提供します。

　芝浦機械は①大型ワークに対応可能な最
大スケールの横中ぐり盤「BTHシリーズ＝写
真」②高度な先進アプリケーションと機械性
能で金型加工の概念を覆す超精密マシニン
グセンタ「UVMシリーズ」③油静圧機モデル
の超精密非球面加工機「ULGシリーズ」④広
範な業界に向けて提案する実例ベースの摩
擦攪拌接合（FSW)⑤サステナブルなモノづ
くりに貢献する金属3D積層造形技術⑥AIに
よる工場全体の最適化で品質向上と省力化
を実現（DX）を展示します。

芝浦機械株式会社
SHIBAURA MACHINE CO., LTD.

The exhibition will feature (1) BTH Series, the largest-scale horizontal boring and milling 
machine capable of handling large workpieces (2)UVM Series, an high precision machining 
center that overturns the concept of mold and die machining with advanced applications 
and advanced machine performance (3) ULG Series, a high precision aspherical and 
free-form surface grinder based on an oil hydrostatic machine model and technology 
exhibits that will includes (4) Friction Stir Welding (FSW) technology that can be used in a 
wider range of industries on a real-world basis (5)Additive manufacturing system that 
contributes to sustainable manufacturing (6) AI-based optimization of the entire factory for 
improved quality and labor savings (DX) .

東2ホール
East Hall 2

E2043
経験に裏打ちされた信頼と技術力で未来を形に
Shaping the future with trust and technical expertise backed by experience

URL https://www.shibaura-machine.co.jp/jp/contact/

　「限りない技術革新に挑戦！」をモットー
に、研究開発を続けるイスカル社は、切削
加工の新たな常識を作り出す、最先端工具
「LOGIQUICK（ロジクイック）」シリーズ
をリリースしました。常に変化する市場の
ニーズを取り込み、製造現場における生産
性と収益性向上を実現するラインアップ
です。
　ぜひイスカルブースにお立ち寄りいただ
き、その全容をご覧ください。  

イスカルジャパン株式会社
ISCAR JAPAN LTD.

 With the motto of "Where Innovation Never Stops!", ISCAR continuously engages in 
research and development. We have now released the LOGIQUICK cutting tool series, 
which is redefining the standards of machining. Visit the ISCAR booth and discover the full 
details.

西1ホール
West Hall 1

W1044
最先端工具「LOGIQUICK」シリーズ

New LOGIQUICK series of cutting tool innovations

E-MAIL iscar@iscar.co.jp

知っておきたい工作機械検定とは 前編

「工作機械検定」は、日本工作機械工業会が主催する検定試験で、工作機械および工作機械業界に関する認知度の向上を目指すものです。
2018年に始まった工作機械検定は今年で7回目を迎えました。そこで、この機会に受験者・合格率などの推移をまとめ、分析結果を紹介します。

C O L U M N

年 問題
番号 正解率 問題と回答の選択肢（赤字が正解）

2021年 14 26.4%
NCプログラムのブロックの英文字と数値からなるワードで、
英文字の名前は。

A. アドレス　　　　B. コード　　　　C.モーダル

2022年 1 16.7%

NC 旋盤の構造上ビルトイン主軸モーターはどのような利点が
あるか。
A. 主軸台の大きさをコンパクトにできる。
B. 主軸台の外形を主軸中心に対して熱対称構造にしやすい
C. 主軸の保守が容易である。

2022年 6 21.5%
案内面の評価項目「運動の真直度と微小うねり」を測定する
ための測定器は。

A. オートコリメーター　B. 水準器　C. 直定規とインジケーター

表２：正解率が 50％を下回る1 級問題 
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グラフ 2：各級の合格率推移

1 級受験者 2級受験者 3級受験者
職業 人数（名） 割合 人数（名） 割合 人数（名） 割合

小学生 0 0 0 0 0 0

中学生 0 0 0 0 1 0.2%

高校生 0 0 2 0.3% 1 0.2%

大学・高専・
専門学校生 53 17.8% 282 45.4% 216 39.5%

会社員 231 77.8% 310 49.9% 303 55.4%

その他 13 4.4% 27 4.3% 26 4.8%

男性 273 91.9% 571 91.9% 472 86.3%

女性 24 8.1% 50 8.1% 75 13.7%

受験者総数 297 100.0% 621 100.0% 547 100.0%

表 1：工作機械検定受験者詳細（2023 年） 
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グラフ 1: 工作機械検定受験者数推移 受験者数の推移は？（グラフ1）
工作機械検定はJIMTOFまたはメカトロテック・ジャパン（MECT）の会期中に毎年、

実施されてきました。このため受験者数は、二つの展示会来場者数の影響が現れてい
ると考えられます。
特に2020年は新型コロナウイルス感染拡大に伴う外出自粛により、在宅時間が長く

なったことが受験者増の理由と思われます。また3級を初めて実施した22年は事前に行っ
た宣伝効果があり、総受験者数が大きく伸びました。

2023年受験者の内訳は？（表1）
23年検定受験者の内訳を等級別に整理しました。問題の難度が高い1級では、学生（大

学・高専・専門学校）の割合が約18％、工作機械関連企業の技術職が中心と思われる
会社員が約78％。これらが主な受験者であることがわかります。
2級受験者は学生の割合が21年から伸びて約46％。会社員は約50％と、ほぼ半々で

構成されています。これは、検定実施時期に開催されるJIMTOFとMECTの ｢工作機
械トップセミナー｣ に参加した学生が、2級を中心に受験する傾向が強まったことが理由
とみられます。
3級受験者は、受験者数から推測すると1・2級受験者の重複受験が多く含まれます。

また、3級では女性受験者の割合が約14％と、1・2級に比べて高くなっているのが特徴
です。

各級の合格率推移は？（グラフ2）
各級の合格基準は、1級・2級ともに、20問中14問以上の正解、3級は8問中5問以上

の正解です。
1級は工作機械の設計・製造技術に関する内容が多く、難度が高いことから、平均合

格率は約42％です。
工作機械全般に関する標準的な問題からなる2級は、ヒントを参考にしながら回答

もできるため、平均合格率は約80％です。また、3級問題は工作機械やものづくりにつ
いての入門問題であることに加え、1・2級受験者の重複受験が含まれるため合格率が
100％に近いと考えられます。

過去出題問題の調査結果は？

旧等級（初級・中級）時代の集計デ－タも揃う2019年―2023年の1級と2級検定問
題について、正解率が低い問題を調査した結果を紹介します。
★正解率が低い1級問題（表2）
正解率が20％台以下の問題概要と回答選択肢を表にまとめました。

●事例：2021年の問題14
NCプログラムやプログラムコード名に関する他の過去問題正解率はそれほど悪くない

のですが、半分以上の受験者は実際のプログラミング作業には影響がないワードを構成す
る英字名を間違え、受験者の64.7％が「コード」を選択しています。

●事例：2022年の問題1
ビルトイン主軸は、モーターが主軸上に組み込まれているので熱が直接主軸に伝わりま

す。そこで、モーターの固定子（ステータ）外形に油を循環させて冷却することで主軸台を
熱対称に設計しやすくします。（『工作機械の設計学‐応用編』日本工作機械工業会発行　
241頁参照）
しかしながら、受験者の75.7％がビルトイン主軸は機械的な減速装置を介さないため、

主軸台をコンパクト化できることがすぐ浮かび誤答したものと思われます。

●事例：2022年の問題6
精度測定を熟知していないと正解が選択できない難問の一つと思われます。受験者の

70.3％がオートコリメーターを選択しています。
運動の真直度は移動体の上に直定規を芯出して置き、移動体の基礎上からのインジケー

ターで真直度と微小うねりが測定できます。
この方法は、オートコリメーターを使用する場合と異なり、連続した測定値が得られるの

でうねりも測定できます。（『工作機械の設計学‐応用編』日本工作機械工業会発行111頁
参照）
また、この問題は2023年も設問14として再度出題されましたが、正解率は47.8％で依

然として約47.5％の受験者がオートコリメーターを選択しています。
測定に関する問題については、2019年中級（現1級）設問4の直進位置決め誤差の測定

問題も正解率が31.6％で高いとは言えません。

11月9日（Day5）に後編を掲載
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全国17万社の中小製造業は、廃業した仲間の仕事を引き継いで大型化が
進み、ロボット導入など自動化で競争力を磨く“新設備時代”を迎えてい
る。ユーザーであり関連製品の提案者でもある“町工場”の動きを紹介する。

（取材：町工場総研代表 奥田耕士）
(story covered by representative Small Factory Research institute Koji Okuda)

170,000 SMEs across Japan are becoming bigger, taking on the businesses of their peers 
who closed their businesses, and they are entering “an era of new equipment,” improving 
their competitiveness through automation such as using robots. In this story we will cover 
the moves of small factories in town who are both users and proposers of related products.

町工場は“新設備時代”～匠の技と自動化・DX推進～
Machi-Koba (small factory in town) enters an era of new equipment: The skills of experienced workers, automation, and promoting DX

辰野目立加工所のドリルは直径 112mm で、精度 100 分の 1mm 台
Tatsuno Metate Processing’s drill has a diameter of 112 mm 
and accuracy of 1/100 mm

松本機械工業のロボットは棚からワークとチャック、工具を段取り替え
 Matsumoto Machine’s robot switches over workpieces, chucks 
and tools from the rack

内面研削盤の名機が“再製造”を掲げて復活
Legendary Model of an Internal Grinder Makes a 
Comeback, Announcing Reentry in Manufacturing

小さな町工場の大きなドリル
A Large Drill by a Small Factory in Town

中小の中小による中小のためのロボット
A Robot by an SME for SMEs

研磨加工の現場に広く普及した内面研削盤の名機が
“再製造”を掲げてJIMTOFに帰ってきた。廃業した旧・
山田工機の「YIG-20」を「IIG-20H」として復活させた
入野機工（神奈川県横須賀市）の入野紀子社長は、山田
工機の親しい取引先だった鋳物メーカーの次女で経営
学修士（MBA）を持つ。父の「山田を頼む」の言葉を受
け、再生に取り組んできた。
「IIG-20H」は汎用機の良さはそのままに、位置決め
などの自動制御機能を追加したハイブリッド機。ただし
単に新型を作るのではなく、環境配慮型の「再製造＝リ
マニュファクチャリング」を志向する。古い機械の鋳物
土台を再利用して新型機に仕立てる手法や、完全に分
解し電気系可動部品を取り換えて新品に戻すなど、ユー
ザーごとのニーズに対応する。

西展示棟には無数の切削工具が並ぶ。多彩な道具が
そろうのは日本のモノづくりの強み。その中で社員40
人の辰野目立加工所（長野県辰野町）の展示は「世界
最大の超硬スパイラル総型ドリル」と大きくアピールす
る。直径112mmのドリルで刃は超硬チップをロウ付けし、
大規模な施設で回転軸の軸受を切削する。
重量オーバーにならないよう工具の母材は薄くした。

母材に長い超硬チップを付けた時、少しでも母材との間
に隙間があれば熱の伝わり方の差で工具は割れる。巨
大なだけに大事故になりかねない。密着するよう接着
面を磨き上げ、大型工具ながら100分の1mmの精度を
達成した。
この仕事は多くの工具メーカーが断り、最後に同社に

回ってきた。「大手メーカー数社ともやりとりして『これ
は最大だよ』と言ってもらった」（栗林稔社長）という。
日本の町工場は強い。

松本機械工業（金沢市）は1948年に旋盤用のチャッ
ク製造で創業し、従業員は90人。「つかむ技術」を高度
化し、「自動段取り替えオールインワンシステム」を展示
している。中小製造業がすでに持っているNC旋盤に多
関節ロボットを寄り添わせ、ワークとチャックの交換は
もちろん、工具も自動で交換。それらを並べる棚まで全
部セットで1800万円。
想定する使い方は、夕方に加工時間の長い複雑なワー

クを4種類ほどセットして帰宅すると、自動で段取り替
えして翌朝には完成しているというもの。マシニングセ
ンター（MC）や研削盤用もある。多品種を少量～中量
生産する中小製造業が自動化補助金などを活用すれば
手が届く「中小の中小による中小のための自動化ロボッ
ト」だ。

The legendary model of internal grinders that were 
once widely used at machining sites has made a come-
back at JIMTOF, announcing it will reenter manufactur-
ing. President Noriko Irino of Irino Kiko (headquartered 
in Yokosuka, Kanagawa Prefecture), which revived 
the“YIG-20”of the now defunct Yamada Koki as“I-
IG-20H,”was the second daughter of a die-cast manu-
facturer who was a close business partner of Yamada 
Koki. She also has an MBA and has been working on the 
machine’s revival after her father asked her to “look 
after Yamada.” 
“IIG-20H”is a hybrid system that retains the advantag-
es of a general-purpose machine, but with new automat-
ic control features such as positioning. However, instead 
of simply creating a new model, Irino Kiko is aiming for 
environmentally-friendly remanufacturing. The compa-
ny responds to the needs of each user by implementing 
measures such as using the die-cast foundation of old 
machines to make new machines, and by completely 
disassembling and replacing the electric motor parts of 
the old machines to make new machines.

The West Hall is lined with countless cutting tools. A 
wide range of cutting tools is one Japan’s manufacturing 
strengths. The display of Tatsuno Metate Processing (head-
quartered in Tatsuno, Nagano Prefecture) with 40 employ-
ees, showcases an impressive drill, claiming it to be“the 
largest carbide spiral drill in the world.”The 112mm-diame-
ter drill carries a carbide tip fi xed onto it with wax to cut the 
bearings of rotating spindles in large facilities.
To ensure that it does not get excessively heavy, the 
base material of the tool has been thinned. When a long 
carbide tip is affi  xed to the base material, even a tiny gap 
can break the tool depending on how heat is transmitted. 
It could cause a major accident given the size of the tool. 
The drill was polished carefully to make sure the gap is re-
moved, achieving a precision of 1/100 mm despite being a 
large tool. 
This project was rejected by many tool manufacturers 
and eventually came to Tatsuno.“We have talked to sev-
eral key manufacturers and they all said this is the largest 
(President Minoru Kuribayashi).”Japan’s small factories in 
town are powerful.

Matsumoto Machine (located in Kanazawa) was estab-
lished in 1948 starting with the production of chucks 
for lathes, and now has 90 employees. Having ad-
vanced“grabbing technologies”it is displaying an“auto-
matic changeover all-in-one system”at JIMTOF. A multi-
joint robot is placed alongside the small and medium 
manufacturer’s own NC grinders, and the robot can re-
place workpieces, the chucks that grab the workpiec-
es, as well as tools, all automatically. The entire set, in-
cluding the rack to place these items, is 18 million yen.
The expected usage for an operator would be to set 
some four types of complex workpieces that take long 
machining hours in the evening, then go home and re-
turn the next morning to fi nd the work completed with 
automatic changeovers. The company also markets ro-
bots for machining centers (MC) and for grinding lathes. 
They are“automation robots by an SME for SMEs”that 
are within reach for small and medium manufactur-
ers making many types of products in small to medi-
um-sized lots, if they utilize grants such as those for au-
tomation. 

入野機工の「IIG-20H」は汎用機と自動機のハイブリッド
Irino Kiko’s “IIG-20H” is a hybrid system of a general-purpose 
system and an automation system

工作機械検定
M A C H I N E  T O O L

日本工作機械工業会は、一般の方々に
も工作機械はどのような機械かを知っ
てもらう「工作機械検定（ＭＴ検定）」を
実施しています。JIMTOF Map & Daily 
Newsでは、工作機械産業に関する標準

的な問題を取り上げる「2級」（合計20問）の中から12問を
選び、6回にわたって掲載します。全問正解を目指し、ぜひ
チャレンジしてみてください。

2
級

工作機械検定2級にチャレンジ！
11月30日（土）まで。

Q.1
1958年、世界で初めてマシニン
グセンタを製品化した企業は次
のどれですか。

カーネイ・アンド・トレッカー社
キャタピラ社
シンシナティ・ミラクロン社

A
B
C

Q.2
我が国の工作機械生産額が1982
年米国を抜き世界一位になった
最大の要因はどれですか。

ＮＣ工作機械の輸出が伸びたため
円安で生産額が上昇したため
欧米の自動車会社向け専用工作
機械輸出時期が重なった

A
B
C

応募期間
工作機械検定は
こちらから

MT検定

スマホでも受験できて、
その場で合否判定します!
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工作機械検定
M A C H I N E  T O O L

日本工作機械工業会は、一般の方々に
も工作機械はどのような機械かを知っ
てもらう「工作機械検定（ＭＴ検定）」を
実施しています。JIMTOF Map & Daily 
Newsでは、工作機械産業に関する標準

的な問題を取り上げる「2級」（合計20問）の中から12問を
選び、6回にわたって掲載します。全問正解を目指し、ぜひ
チャレンジしてみてください。

2
級

工作機械検定2級にチャレンジ！
11月30日（土）まで。

Q.1
工作機械の研削砥石を使った加工で、
砥粒の尖った刃の役割をしている部分
が平滑に摩耗し、切れ味が低下して研
削できなくなる現象を何というでしょ
うか。

Q.2
工作機械本体が共通に持っている主
要構造要素として間違っているもの
はどれですか。

応募期間
工作機械検定は
こちらから

MT検定

スマホでも受験できて、
その場で合否判定します!

目つぶれ
目づまり
目こぼれ

A
B
C

チェア
テーブル
ベッド

A
B
C
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５軸制御グラインディングセンター 工具における環境に配慮した取り組み

5 軸制御 MC向け工具と切削技術レーザー焼結、切削機能を持つAM

5-axis control grinding center Environmentally friendly efforts in tools

Tools and cutting technology for 5-axis control MCAM with laser sintering and cutting functions

北京精彫は精密5軸制御グラインデイ
ングセンターを実演展示し、加工サンプ
ルを紹介している。注目は専用CAM、機
内計測と自動補正機能の標準装備、高い
完成度、使いやすさ、性能面だろう。自社
開発の高速精密スピンドル（クーラントス
ルー方式）は、研削工具とワークを冷却
し、ミクロンレベルの研削を保証している。
機内測定機能を搭載し、独自の砥石工
具セッティング装置で、3μm以内の精度
で砥石直径を計測可能。さらに、自社開
発のCNCシステム搭載によってパラメー
ター化研削プログラミングモジュールを
提供し、加工経路の節点を排除すること
により、研削動作の滑らかさをアピールし
ていた。

住友電気工業は鋼旋削加工の高能率化
やドライ化に最適な新材種「AC8115P」
を開発、脱切削液の切削へ踏み出した。
従来からドライ切削は切削熱が高まり、
工具摩耗が加速されることが懸念され、
切削液の供給が行われている。そこで、
膜強度を向上させることで結晶の脱落に
よる摩耗を抑制し、耐摩耗性能を高めた
インサートが開発された。
その結果、切りくず擦過による摩擦発

熱も減少し、溶着の発生を大幅に低減で
きるようになり、画期的な高性能、ドライ
旋削対応のインサートを実用化した。脱
切削液化は各工具メーカーが取り組むべ
きテーマであり、切削熱の対応が難しい
連続切削（旋削）における成果を高く評
価したい。

部品や金型生産の合理化、自動化を見
据えて従来の3軸制御MCから５軸制御
MCへの移行が始まっている。しかしなが
ら５軸制御MC向けの工具と切削技術の
紹介は少ない印象であった。
日進工具は展示ブース内に専用相談

コーナーを設け、専用工具と切削技術を
提案していた。精密微細5軸制御MC向け
エンドミルを紹介、メディカル分野の部品
サンプルを展示している。
自動化に向けた取り組みとしては、機

上で使用したエンドミルの摩耗を見える
化できる新たに開発した装置（試作品）
を紹介していた。今や５軸制御MCは機
上計測、工具の自動補正システムなどの
新たな取り組みで、切削精度や切削時間
などにおいて優位性が実証されている。

AMが登場して久しいが、一時期のブー
ムから実用段階を迎えた。松浦機械製作
所はレーザー焼結と高速切削の両機能を
持つ3Dプリンターを展示し、金型内部に
冷却などの流路を設ける高機能な金型事
例を紹介していた。
金属AMは熱変形を受けやすく、反りな
どによる変形を後工程で仕上げ加工する
必要がある。今回出展されていた3Dプリ
ンターは変形を正確に予測し、切削機能
で変形補正することで高精度仕上げが可
能な機能を紹介していた。
今や焼結材の内部欠陥、および変形な
どに対応した技術が開発され、完成度の
高い製品が創生可能な段階を迎えてい
る。生産技術者から設計者に向けたアピー
ルが有効と考える。

Beijing Jingdiao is demonstrating a preci-
sion 5-axis control grinding center and in-
troducing processed samples. The highlights 
are the dedicated CAM, in-machine measure-
ment and automatic correction functions are 
equipped as standard, high degree of per-
fection, ease of use, and performance. The 
self-developed high-speed precision spindle 
(coolant through method) cools the grinding 
tool and workpiece, ensuring micron-level 
grinding.
Equipped with an in-machine measurement 
function, the unique grinding wheel tool set-
ting device can measure the grinding wheel 
diameter to an accuracy of within 3 μm. In 
addition, the company’s in-house developed 
CNC system provides a parameterized grind-
ing programming module, and by eliminating 
nodes in the processing path, the company 
demonstrated the smoothness of the grind-
ing operation.

Sumitomo Electric Industries has developed 
a new material, AC8115P, which is ideal for 
high-effi  ciency and dry cutting of steel turn-
ing and has taken a step toward cutting with-
out cutting fl uid. Conventionally, dry cutting 
has been accompanied by the supply of cut-
ting fluid due to concerns that cutting heat 
increases and tool wear accelerates. There-
fore, an insert with improved wear resis-
tance was developed that suppresses wear 
caused by crystal fall-off by improving the 
fi lm strength.
As a result, frictional heat caused by chip 
abrasion was reduced, and the occurrence of 
welding was significantly reduced, resulting 
in the practical application of a ground-break-
ing, high-performance insert for dry turning. 
Eliminating the use of cutting fl uids is a theme 
that all tool manufacturers should address, 
and we highly commend the results achieved 
in continuous cutting (turning), where cutting 
heat is diffi  cult to deal with.

In anticipation of the streamlining and au-
tomation of parts and mold production, the 
transition from the conventional 3-axis con-
trol MC to 5-axis control MC has begun. How-
ever, there were few introductions of tools 
and cutting technologies for 5-axis control 
MC.
NS TOOL Co. set up a dedicated consulta-
tion corner in its exhibition booth to propose 
specialized tools and cutting technologies. 
They introduced end mills for micro-precision 
5-axis control MCs and exhibited samples of 
parts for the medical fi eld.
As an initiative toward automation, they in-
troduced a newly developed device (proto-
type) that can visualize the wear of end mills 
used on the machine. Now, 5-axis control MC 
has proven its superiority in cutting accuracy 
and cutting time with new initiatives such as 
on-machine measurement and automatic tool 
correction systems.

AM has been around for a long time, but it 
has now moved from a temporary boom to a 
practical stage. Matsuura Machinery Corpo-
ration exhibited a 3D printer with both laser 
sintering and high-speed cutting functions 
and introduced application cases of highly 
functional molds with fl ow channels for cool-
ing, etc. inside the mold.
Products made with metal AM are suscep-
tible to thermal deformation, and deforma-
tions caused by warping, etc. must be cor-
rected by post-processing. The 3D printers 
exhibited at this event introduced a function 
that can accurately predict deformation and 
correct it with a cutting function to achieve 
a high-precision fi nish.
Now that technology has been developed 
to deal with internal defects and deforma-
tions in sintered materials, we have reached 
a stage where it is possible to create high-
ly finished products. It can be said that it 
would be eff ective for production engineers 
to appeal to designers.

南展示棟は工作機械、CNC装置、３Dプリンターなど多様なジャンルの展
示があった。専用CAMを持ち高機能なCNC装置を搭載した中国製のグラ
インディングセンターが紹介されており、切削によるニアネット形状から高精
度な研削を行う一連の技術が注目されていた。積層造形（AM）は具体的な
提案が多く見られた。

南展示棟 西展示棟
西展示棟では切削工具、ツーリング、リニアガイドなど工作機械などの構成部品などが展示され

ている。生産現場では工程集約、高効率切削などを目指し、5軸制御マシニングセンター（MC）や
CNC複合加工機の導入が増えている。このため、特に5軸制御MCに対応した新たな専用工具、
ツーリングの提案に注目した。また地球温暖化は社会全体で取り組むべきテーマであり、切削工程
においても脱切削液の対応が求められよう。切削液を多量に供給する切削から、ミストクーラント（植
物由来の油）やドライ切削に取り組んでいる工具メーカーが見られた。

The South Exhibition Hall had a wide variety of exhibits, including machine tools, CNC 
devices, and 3D printers. A Chinese-made grinding center equipped with a dedicated 
CAM and highly functional CNC device was introduced, and a series of technologies that 
perform high-precision grinding from near-net shapes produced by cutting were attract-
ing attention. Many concrete proposals were made for additive manufacturing (AM).

In the West Exhibition Hall, components of cutting tools, tooling, linear guides and other machine tool are on 
display. At production sites, the introduction of 5-axis control machining centers (MCs) and CNC multi-tasking 
machines is increasing with the aim of process consolidation and highly effi cient cutting. For this reason, I paid 
particular attention to proposals for new dedicated tools and tooling that are compatible with 5-axis control MCs. 
Furthermore, global warming is a topic that society as a whole must address, and cutting processes will also be 
required to move away from cutting fl uids. Tool manufacturers were seen working on mist coolant (oil derived from 
plants) and dry cutting, moving away from cutting that requires the supply of large amounts of cutting fl uid.

技術士の目　西展示棟 / 南展示棟巡り
Making The Rounds in The South and West Halls

松岡技術研究所 代表取締役 技術士（機械部門）・博士（工学）松岡甫篁
Representative Director: Professional Mechanical Engineer, Doctor of Engineering
MATSUOKA Engineering Consultants Office Ltd.
Toshitaka Matsuoka

５軸制御グラインディングセンターと切削事
例の紹介（北京精彫：中国）
Introduction of 5-axis control grinding center 
and cases for cutting (Beijing Jingdiao: China)

微小径：直径 0.48mmPCD
ドリル穴（単結晶シリコン材）
Micro diameter: 0.48 
mm dia. PCD drill hole
(single-crystal silicon 
material)

高機能金型 ･ 高機能部品製造を 1 台で実現、
レーザー焼結＋高速切削の融合による新しいモノづくりを提案（松浦機械製作所）
High-performance molds and parts can be manufactured with one machine,
proposing new manufacturing methods by combining laser sintering and high-speed cutting (Matsuura Machinery Corporation)

脱切削液 · ドライ旋削向けイン
サートの開発と実用化（住友
電気工業）
Development and practi-
cal application of inserts 
for dry turning without 
cutting fluid (Sumitomo 
Electric Industries, Ltd.)

5 軸制御 MC 向けエンドミルと切削事例、工具摩耗見える化装置が紹介された（日進工具）
End mill for 5-axis control MC and cases for cutting, 
and tool wear visualization device are introduced (NS TOOL CO., LTD.)

①５軸制御MC向けエンドミル    End mill for 5-axis control MC
②５軸制御MCで加工したメディカル部品    Medical parts processed with 5-axis control MC
③工具摩耗見える化装置    Tool wear visualization device

① ② ③
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新素材「ミネラルキャスト」でCO2大幅減
New Material “Mineral Casting” Significantly Re-
duces CO2
新素材である「ミネラルキャスト」を使用した機械が複

数展示されている。ミネラルキャストは鉱石と樹脂を結合
させた複合材料で、鋳物の代替として注目される。高温溶
融処理が不要で、製造時のCO2排出量を大幅に削減でき
る。また、振動減衰性が高く、熱伝導率が低い。工作機械
の構造体に要求される振動減衰性と熱安定性を両立する。
トーヨーエイテックは横型内面研削盤のベッドに採用し

た。工機開発設計部の青木省二部長は「同機は主に工作
機械の主軸を作る際に使用され、長時間の加工となる。
高精度化と長期安定性を狙って導入した」と話す。神崎高
級工機製作所はギヤホーニング盤のベッドに使用。加工精
度を安定させ、砥石のランニングコストを低減する。
Multiple machines with new material “mineral casti

ng” are on display at JIMTOF. Mineral casting is a com
pound material that binds mineral ore and plastic, draw
ing attention as a substitute for die casting. It does not 
require high-heat melting and can signifi cantly reduce 
CO2 emissions during production. It also has high vibra
tion damping and low heat conductivity, achieving vibr
ation damping and heat stability that is required of mac
hine tool structures.
Toyo Advanced Technologies uses mineral casting 

in its horizontal internal grinder. General Manager Sho
ji Aoki of Machine Tool Development & Engineering De
partment said, “The system is used mostly to machine 
the spindles of machine tools, which takes many hou
rs. We deployed mineral casting for high precision and 
long-term stability.” Kanzaki Kokyukoki Mfg uses mine
ral casting in the bed of its gear honing machine to sta
bilize machining precision and reduce the running cost 
of grindstones.

ラー機を進化させた汎用精密平面研削盤「PSG52SA1」
は、新オプション「省エネモード」を搭載して展示している。
通常、電源をオンにすると油圧モーターが作動するが、
テーブル駆動時以外は電源をオフにして消費電力を従来
比30％低減する。オプションの機上計測ユニット「クイッ
クタッチ」により工数削減も図れる。
Adopting “machining evolution” as a slogan, Okam

oto Machine Tool Works is exhibiting eight machines 
that focus on realizing a sustainable world. PSG52SA1 
is a general-purpose precision surface grinder that has 
been developed from its former best-selling model and 
is equipped with a new energy-saving mode as an opt
ion. Normally, the hydraulic motor starts running when 
the power is turned on, but this system turns power off  
unless the table is running, reducing power consumpt
ion by 30% compared to the conventional model. The 
number of processes can also be reduced by another 
optional on-system measuring unit “Quick Touch.”

三井精機工業は大型横型MC「HPX150」に、小型スクロー
ルコンプレッサーを一体設置して省エネを提案した。ビルトイ
ンすることで配管による送気ロスがなくなる。加工プログラム
を先読みして制御し、エア消費量を削減する。自社ＭＣへの
搭載と、工作機械メーカーへの提案を進めていく。
Mitsui Seiki Kogyo has proposed energy savings by inc

orporating a small scroll compressor into its large horizont
al MC “HPX150.” As it is built in, there is no air fl ow loss th
rough wiring. The system reads machining programs in ad
vance to control operation and reduce air consumption. 
The company plans to continue equipping its MCs with this 
system and propose this system to machine tool manufact
urers.

持続可能な社会に向けて！
環境課題に応える製品提案多数
Toward a Sustainable World! Numerous Product Proposals Addressing Environmental Issues

岡本工作機械製作所は汎用精密平面研削盤に「省エネモード」
を搭載して展示
Okamoto Machine Tool Works has equipped its general-
purpose precision surface grinder on display with an energy-
saving mode

神崎高級工機製作所はギヤホーニング盤のベッドにミネラル
キャストを採用
Kanzaki Kokyukoki Mfg has used mineral casting in the bed of 
its gear honing machine

工程集約、徹底した省エネでGXに貢献
Contributing to GX through Process Integration 
and Meticulous Energy Conservation
DMG森精機はデジタル変革（DX）で工程集約や自動化
を促し、GXを実現する「マシニング・トランスフォーメー
ション（MX）」を提案する。展示製品の電力使用量とCO2
排出量の削減効果を示し、それがクスノキ何本分の年間
CO2吸収量に相当するかをパネルで紹介している。
5軸制御横型マシニングセンター（MC）「INHシリーズ」
は加工能力や精度などの基本性能を最大限高め、工程集
約を実現。航空機、半導体、電気自動車（EV）、金型など
複雑な形状の大型ワークを効率的に加工する。大容量・
省エネの立型クーラントタンクを搭載し、長時間稼働をサ
ポートする。
DMG MORI proposes “machining transformation 

(MX)” to promote process integration and automation 
through digital transformation (DX) and achieve GX. At 
JIMTOF, DMG MORI shows how the displayed produc
ts’ power consumption and CO2 emissions have been 
reduced and shows on a panel how many camphor tre
es it takes to absorb the same amount of CO2. 
The company's horizontal fi ve-spindle machining cen

ter (MC) “INH Series” has raised its machining abilities 
and precision to the maximum level, integrating proce
sses, and can effi  ciently machine large and complex-
shaped workpieces such as airplanes, semiconducto
rs, electric vehicles (EV) and metal molds. It is equipp
ed with a large-volume, energy-saving standing coola
nt tank to support operation for many hours.

「研削革命」を掲げる岡本工作機械製作所は、サステナ
ブルな社会の実現に焦点を絞った8機種を紹介。ベストセ

 工作機械業界において待ったなしの環境対応。機械本体と周辺機
器の環境負荷低減や省エネ化に加え、工程集約や自動化による生産
性の向上など、製造時の電力使用量・二酸化炭素（CO2）排出量の
削減で工場のグリーン・トランスフォーメーション（GX）に貢献する
提案が見られた。

 The machine tool industry cannot aff ord to wait when it comes to en-
vironmental responsiveness. Proposals were seen that reduced energy 
consumption and the environmental impact of the machines them-
selves and peripheral equipment, and that contributed to the green 
transformation (GX) of factories by reducing power consumption and 
CO2 emissions during production through process integrations and 
through improved productivity from automation.

DMG森精機は自動化、工程集約で顧客工場のGXをサポート
する
DMG MORI supports the GX of customers’ plants with 
automation and process integration
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